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は固定し売れ残りの価格調整を全く行わず、閉店時に 200 個（土日祝日は 250 個、セール時
は 300 個）が残るように陳列しておくオペレーションがなされている。実際のオペレーショ































































た、3 分の 1 ルールという返品慣行のもとでの廃棄が問題となっているが、バイイングパワ
ーによる Over Supply の誘発と小売専用センターでの滞留、卸売業からメーカーへの返品・
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ることで、 1960年代に Bucklinによって先鞭をつけられた「延期 ・投機の原理Jというマーケティング
理論を参考に、食品ロスを受発注における予測ミスではなくマネジメントの問題として一貫して説明でき
ることを示した意義は大きい。






なお、それぞれ大幅な加筆されているが、第 2章と 4章は査読付き学会誌掲載論文 (Wフー ドシステム
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